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 疾 患 モ デ ル 通 信    2003・9 ＮＯ．17 
 
○長寿への夢とＳＨＲ                                     昭和大学藤が丘病院循環器内科客員教授 

                                                     長田 洋文 

健康で長寿をまっとうすることは昔も今も洋の東西を問わず人類最大の夢である。 
ＳＨＲ や ＳＨＲ‐ＳＰ はこの人間の長寿の夢実現のために今日まで大きく貢献してきている。 
我国は現在長寿国の一つと見なされる様になってきているが その背景の一つには高血圧お

よび高血圧合併症の治療、予防の進歩による脳出血の激減なども挙げられるがそこには ＳＨＲや

ＳＨＲ‐ＳＰ が高血圧治療薬や臓器保護薬などの医薬品の開発あるいは高血圧の成因、病態、臓

器障害の解明などに大きく貢献して来ている。 
しかし一方で、現在でも我国には多くの寝たきり老人や痴呆の人達がおり、それを防ぐために

は高血圧以外の臓器障害のリスクファクターにも目を向ける全人的医療が必要とされるようになっ

て来ており、このため 高血圧の治療も現在では単に血圧値だけの管理にとどまらず、脳、心臓、

腎臓、血管などの臓器障害を防止、改善するための治療が重要とされている。近年、高血圧、糖

代謝異常、脂質代謝異常、肥満の四大リスクファクターを併有する「リスクファクター重複症候群」

が注目され、リスクファクターの重複が予後を一層悪化させることが明らかとなってきている。 
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また、１９９９年のＷＨＯ／ＩＳＨ（国際高血圧学会）の高血圧診療ガイドラインでも血圧値と高血

圧以外のリスクファクターとの組み合わせによりリスク別高血圧分類を行い（第１図）、その中で高

血圧以外のリスクファクター除去を含む生活習慣修正による治療を重視するようになってきたこと

も注目される。ＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰ は、この生活習慣修正面においてもまた大きく貢献してきており、

たとえば同じ血圧値の ＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰであっても食餌（エサ）の内容如何により ＳＨＲ ＳＨＲ‐

ＳＰ の寿命や臓器障害の内容、程度に著しい差の出ることを明らかにしてきていることなどで食

生活に関する問題を提起してくれている。 
 
○ 目次 

  *1 リスク層別における高血圧以外の危険因子としては、男性＞５５歳、 

   女性＞65 歳、喫煙、総コレステロール＞250ｍｇ/ｄL、糖尿病、心血 

管系疾患若年発症の家族歴が挙げられている。    （第１図） 
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○ＳＨＲ等の国際登録とナショナルセンターへの寄託について 
ＳＨＲ等疾患モデル共同研究会（ＤＭＣＲＡ）会長 京 極 方 久 

 
当研究会が扱っているラット、SHR/Izm, SHRSP/Izm, WKY/Izm, SHR/NDｍｃｒ-cp は今

やわが国の研究者のみならず世界のＳＨＲラット群のスタンダードになっていることは大慶至極で

す。しかし、これらのラット名は未だ国際登録されていませんでした。 
 一方、最近のわが国の科学技術振興の趨勢に乗って生物遺伝資源の維持、供給のための  

ナショナルプロジェクトが実験用ラットにも適用さ

れ、京都大学医学部動物実験施設がそのセンタ

ーになりました。このプロジェクトは、実験用のラ

ット、特にわが国で分離され、優れた疾患モデル

として確立したラット種をセンターに寄託してもら

い、その遺伝特性を確認し、これを受精卵等を

使って維持し、国内のみならず世界中から頒布

の要望があればこれを無償で提供するというもの

です。一応５年間の時限立法で昨年出来上がり

ました。謂わば疾患モデルラットの日本国のナシ

ョナルセンターであると同時に世界に向かっては

わが国を代表する疾患モデルラット情報兼供給

センターになるものと思われます。折しも京大動

物実験施設は大改修を済まし、このナショナル

プロジェクトが新施設の機能を充分に発揮する

試金石になっています。 
 わが研究会（ＤＭＣＲＡ）としても、ＳＨＲは日本、特に京都大学医学部病理で分離確立した代表

的な疾患モデルラットであり、その特性の維持、種の保存、研究者への提供が本研究会の主目的

である関係から、このプロジェクトに重大な関心を寄せていましたが、センター長の芹川教授から

の強い要請もあって、理事会で数度議論した結果、「先ずこの４種の名前を国際登録した後、ナシ

ョナルセンターに寄託」することにしました。 
そうすることによって国際的に公認されると共に、 

種の維持も国が国費で行ってくれるのでバックアッ

プは完全になるという大きな利点があります。 
 ただ問題になったのは、この計画は基本的には

世界の何処からでも要望があれば動物を無償で供

給することにあるので、これがそのまま行われると、

本研究会を設立した最大の理由、即ち諸施設が勝

手に交配を続けてその結果同じ名前の下で全く違

った遺伝子構築の亜系ラットが世界のあちこちにあ

るという状態が再び現れて学術的混乱が再び起こ

る可能性が充分にあるので、それだけは絶対に避

けなければならないということになりました。  
芹川センター長との交渉の結果、ＳＨＲの提供時に 『センターからＳＨＲ等の分与を希望する

者は、予めＤＭＣＲＡの理事会の審査を経て会員となり、会則を忠実に守り、原則として自家交配

はしないというルールを厳守する。また動物はＤＭＣＲＡのサプライセンターから提供するのを原

則とする』 という条件を設定しようと思っています。 今その手続きの最初のステップとして施設名

（Ｄｍｃｒ と Ｉｚｍ）と動物名の国際登録を始めたところです。 現実にはこれからどのようになって

行くのか未知の点が未だ有り、多少の不安は残りますが研究会やＳＨＲの将来にとって有益なス

テップであるように大いに期待しています。                      （２００３．８．６ 記） 

京都大学医学研究科動物実験施設 
       新棟外観 

ｒａｔ飼育室 
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 また近年、前述の人における リスクファクター重複症候群の 四大リスクファクターをすべて有し 
ている動物モデルとして ＳＨＲ/Ｎ を基礎として遺伝的に開発された ＳＨＲ/ＮＤｍｃｒ－ｃｐ（自然発 

症高血圧肥満ラット）（第２図）が生活習慣病予防研究の 
有力手段として期待されるようになってきている。 
このネズミにおける結果が人においても通用することは

世界の長寿地域、短命地域の人たちの食生活を長年に

亘り調査して来ているＷＨＯ国際共同研究（モナリザ研

究）によっても明らかにされつつある。また ＱＯＬの高い

長寿を全うする為には痴呆の予防や寝たきりの原因の一 
つでもある骨折の防止も重要でありこの面でもＳＨＲ‐ＳＰ 
を基礎に作られた痴呆モデルラットや骨粗鬆症モデルラ 
ットを用いた研究も期待されている。 

なお 人の長寿の夢実現のためのＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰのこの貢献を考えると それに応えるため

にも人間自身も長寿を目指しての努力を怠るわけにはいかないであろう。人が個人個人のレベル

でおこないうる長寿とＱＯＬ維持 向上のための三本柱は １）食生活の改善 ２）持続的有酸素運

動 ３）ストレスに対する対応の工夫であろう。長寿の為の食生活のあり方の検討に貢献して来て

いるＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰはまたストレス対策のありかたの検討にも大きく寄与してきている。多くの研

究で 高血圧というリスクを背負ったＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰは リスクの少ないＷＫＹに比べストレスに弱

いことが明らかにされてきており 特にストレス持続による生体機能の低下がＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰでは

増強されているとされている。このため ストレス対策の基本はリスクの少ない生活と、ストレス持続 
による心身消耗の防止と言われるようになってきて

いる。 
我々人間は食生活 運動などリスクの少ない生活

を心がけつつ ストレス持続による心身消耗を防止

する努力が長寿の夢実現のために必要で、それが 

ＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰの貢献に報いることになると思わ

れる。 私自身もＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰの貢献に答える

べく 食生活に気を配りつつストレス解消のための

気分転換と運動をかねて 時間を見つけては“バー

ドウオッチング”しながら野山を歩き回ることに心が

けている。 

このように、 人類の長寿社会実現のために果たすＳＨＲ ＳＨＲ‐ＳＰ の役割は、過去はもちろ

ん今後も大きいが、この間一部の動物飼育業者の手により正統でない系統のネズミが世界中に広

がり研究上の混乱を来たしはじめているという現実のあることにも注目しなければならない。 
研究に用いられるモデル動物が正統な系統のものであるためにも、モデル動物であるＳＨＲ，

ＷＫＹ，ＳＨＲ－ＳＰ などは厳密な遺伝系統調査に基づいた Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅとなる系統をＳＰＦ化し、

その系統のモデル動物を研究する者に安定的 継続的 経済的に分与供給する体制が必要とな

る。その体制の下で均質ＳＰＦ化モデルラットの系統を保全し維持することは極めて大切である。 
このモデル動物の維持と分与を今後そこに携わる人が代わろうとも長期間続けられる体制作り、

そのためにこのＳＨＲ共同研究会の責任は極めて大きいといわなければならない。                  

シベリアからの使者 ― ツグミ 

ＳＨＲ／ＮＤｍｃｒ－ｃｐ（第２図） 
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